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2022年版の理科年表などが発行されたので、いつものように暦の部分からいくつか紹介することに

しよう。 

西暦 2022年（令和 4年）は、平年（365日）で、干支は壬寅（みずのえとら）である。 

 

2022年の祝日は、以下の通りとなっている。 

2020年・2021年と、東京オリンピックの開会式・閉会式への対応で、特例措置として海の日、山の

日、スポーツの日が変更されていたが 2022年にはそのような特例措置はなく、もとの祝日法で定めら

れている日に戻っている。 

 

【国民の祝日】 

 

 

祝日 （参考）祝日法の定め
元 日 1月1日 (土) 1月1日
成 人 の 日 1月10日 (月) 1月第2月曜日
建国記念 の日 2月11日 (金) 政令で定める日
天 皇 誕 生 日 2月23日 (水) 2月23日
春 分 の 日 3月21日 (月) 春分日
昭 和 の 日 4月29日 (金) 4月29日
憲 法 記 念 日 5月3日 (火) 5月3日
み ど り の 日 5月4日 (水) 5月4日
こ ど も の 日 5月5日 (木) 5月5日
海 の 日 7月18日 (月) 7月第3月曜日
山 の 日 8月11日 (木) 8月11日
敬 老 の 日 9月19日 (月) 9月第3月曜日
秋 分 の 日 9月23日 (金) 秋分日
スポーツ の日 10月10日 (月) 10月第2月曜日
文 化 の 日 11月3日 (木) 11月3日
勤労感謝 の日 11月23日 (水) 11月23日
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【月に関する情報（2022 年）】 

 

                             （理科年表 2022より筆者作成） 

 

【日食と月食】 

日食は、2022年には 5月 1日と 10月 25日の 2回ある。ところが、5月 1日の部分日食が見られる

のは、太平洋南東部、南アメリカ大陸南部、南極の一部であり、また、10 月 25 日の部分日食が見ら

れるのは、グリーンランドの一部、大西洋北東部、ユーラシア大陸中心部、アフリカ大陸北東部、イ

ンド洋北部である。いずれも日本では見られない。（次に日本で見られるのは 2023 年 4 月 20 日であ

る。） 

また月食は 2022年に 2回ある。5月 16日のものは日本ではみられないが、11月 8日は日本で見ら

れる。 

 

【流星群の出現時期】 

2022年は、日本で見られる日食・月食が少ないので、かわりにというわけでもないが、流星群の情

報でもみておこう。 

流星（流れ星）とは、宇宙空間にある直径 1mm～数ｃｍのチリの粒が地球の大気に飛び込んで、大

気と衝突してチリが気化する際に、光を放つ現象である。 

そのチリは、いろいろな彗星がその軌道上に放出して密集している。そして地球がその位置に差し

掛かると多くのチリが飛び込んでくる。地球が、特定の彗星の軌道に差し掛かる日時は、毎年ほぼ決

まっているので、こうした流星群の出現が予測できる。ただし年によって「チリの中の通り方」など

の条件が異なるため、どれほどの数の流星が出現するかは、様々である。 

 

 

 

（日）

朔（新月） 上弦 望（満月） 下弦 朔（新月） 上弦

1 月 3 10 18 25 　
2 月 1 8 17 24 　
3 月 3 10 18 25 　
4 月 1 9 17 23 　
5 月 1　(部分日食)※ 9 16（皆既月食）※ 23 30
6 月 　 7 14 21 29
7 月 　 7 14 20 29
8 月 　 5 12 19 27
9 月 　 4 10 18 26

10 月 　 3 10 18 25　（部分日食）※
11 月 　 1 8（皆既月食） 16 24 30
12 月 　 　 8 16 23 30

※　日本ではみられない
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（主な流星群） 

 

                             （天文年鑑 2022 より筆者作成） 

 

流星群の名前は、その「発射地点」のように見える背景の星座（あるいはその中のもっと特定の星）

によって命名されることになっている。かつてはチリのもととなった彗星の名前からとられた名前の

ものもあった（「ジャコビニ流星群」などというのを聞いたことないだろうか？1972 年の大流星雨出

現予測が期待外れ？だったことが有名。歌詞や漫画にもその名が登場するものがある。これは上の表

でいうと 10月のりゅう座流星群のことである。） 

ちなみにみずがめ座η（イータ）流星群とオリオン座流星群は、どちらも有名なハレー彗星の軌道

のチリである。星座をもとにした名称の統一は、2009年に国際天文学連合によるものである。 

 

上の表の中で、しぶんぎ座、ペルセウス座、ふたご座のそれぞれの流星群のことを指して、3 大流

星群と呼び、毎年比較的安定して出現するものである。なお「しぶんぎ座」というのは現在の正式な

星座名ではないが、りゅう座、ヘルクレス座、うしかい座の境界付近（どちらかというと北の空）に

かつて設定されていたことのある星座である。 

空が暗い方が、小さな流星のわずかな光も見えるので、月が出ているかどうかが、流星の観測条件

を左右する。そこで表中に、その頃の月の様子が示されている（もちろん空が晴れていなければなら

ないのはいうまでもない。）。月齢は 0～約 30 を繰り返し、一ケタあるいは 20 台後半は新月や三日月

状なので観測条件は良いが、反対に月齢 15は満月で、その前後の時期は、月が綺麗なのは結構なのだ

が、流星などは月光にかきけされて見にくいので「悪」とか「最悪」となる。 

 

とはいえ、都市部では空が明るいため、月など関係なく、見えにくいことが多いのは残念である。 

ちなみに、筆者は流星群らしきものをみたことはないのだが、山間部では空が暗いので、流星群の時

期でなくても、空を見上げていれば、意外に頻繁に星は流れているもののようである（という、かす

かな記憶があるのだが、それも気のせいかもしれない？）。 

流星群名 出現期間 極大時刻 予想される 極大日の 観測条件
1時間当たり出現数 月齢

1　しぶんぎ座 1/1 ～ 1/7 1/4 6時 50 1 最良
2　こと座 4/16 ～ 4/25 4/23　4時 15 21 良
3　みずがめ座η（ｲｰﾀ） 4/25 ～ 5/20 5/6　17時 15 5 最良
4　みずがめ座δ（ﾃﾞﾙﾀ）南 7/15 ～ 8/20 7/30　20時 10 1 最良
5　やぎ座α 7/10 ～ 8/25 7/30　20時 5 1 最良
6　ペルセウス座 7/20 ～ 8/20 8/13　10時 30 15 最悪
7　はくちょう座κ（ｶｯﾊﾟ） 8/8 ～ 8/25 8/18　15時 3 20 悪
8　9月ペルセウス座ε（ｲﾌﾟｼﾛﾝ） 9/5 ～ 9/17 9/10　2時 3 13 最悪
9　りゅう座 10/5 ～ 10/13 10/9　9時 3 13 最悪
10　オリオン座 10/10 ～ 11/5 10/22　3時 15 26 良
11　おうし座南 10/15 ～ 11/30 11/6 7 11 悪
12　おうし座北 10/15 ～ 11/30 11/13 7 18 悪
13　しし座 11/5 ～ 11/25 11/18　8時 15 23 悪
14　ふたご座 12/5 ～ 12/20 12/14　22時 50 20 悪
15　こぐま座 12/18～ 12/24 12/23　7時 5 29 最良


